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論 文 審 査 の 要 旨
本邦近海カツオ ・マグロ類の主漁揚は世界的な好漁場でもある東北海域にあるが,周 年にわ
たってカツオ ・マグロ類が出現す る南西諸島周辺水域においてはこれまで資源的研究が十分なさ









の速い黒潮流軸付近では効果が乏 しいことを示 した。また,黒 潮の東:側縁辺部に浮魚礁を設置す




場合に必要な,カ ツオ ・マグロ類の生態学的特性を魚種別に明らかにした。すなわち,1)こ の
水域に来遊するカツオ ・マグロ類は東北海域において漁獲されるものと異なる経路で来遊する,
2)天然礁で漁獲されるカツオを除き,本水域で漁獲されるカツオ ・マグロ類のほとんどは未成
魚期のものであ り,9月以降に特に小型魚となる,3)浮 魚礁へ来遊す るカツオ魚群の数は3～
7月頃に最 も多 く,この時期が主漁期となる,4)カ ツオの浮魚礁への滞留時間は平均2,3日
以内であ り,主漁期に特に短い,5)キ ハダの主漁期は年によって異なる,な どの各点を明らか
・に した(第 皿章)。適正な位置に設置された中層型浮魚礁では,カツオ ・マグロ類の漁獲を得る確
率が天然礁などと比較 して高 く,浮魚礁が操業の安定に寄与することを明らかにしたが,こ の海
域では未成魚が漁獲対象となる点や,カ ツオ主漁期の終了後のキハダの漁期カミ不定であるため




要な新しい知見を提示 している点に大きな価値がある。よって本研究は博土(農 学)の 授・与に値
する。
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